
 
 

令和元年台風第１５号及び第１９号 に関連する災害支援金のご報告について 

 
このたびの令和元年台風第１５号及び第１９号によりお亡くなりになられた方々のご冥福

をお祈りいたしますとともに，被災された方々に心からお見舞い申し上げます。 

当会では，被災された土地家屋調査士会，同会員・補助者及びそのご家族を支援するために，

「災害支援金口口座」を開設し，支援金の募金活動を行ってまいりました。 おかげさまで，

会員各位からお寄せいただいた支援金の総額は２６７,０９９円に達しました。 

皆様の多大なるご支援に対し，改めて厚くお礼申し上げます。 

お預かりした支援金につきましては，令和元年１２月１３日開催，第１０回定例理事会にお

いて協議の結果，日本土地家屋調査士会連合会が開設する「大規模災害対策基金」口座に送金

することが決定し，同月１８日に手続きを完了いたしました。 

当会といたしましては，募金活動終了後も，できる限りの支援を他方面から行ってまいりた

いと考えております。  

引き続き，本会の活動に対し，会員皆様方のご理解とご協力を賜りますよう，宜しくお願い

申し上げます。 

 
 東京土地家屋調査士会   

会 長  野 城  宏 




